
0.35人 0.35人

人員 非常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

事業費＋人件費 125,667 97,779 97,779 97,779 97,779

指標名 単位 説明・算定式 Ｈ２９目標 Ｈ３０目標 Ｒ１目標

目
標
達
成
状
況

Ｈ２９実績 Ｈ３０実績 Ｒ１実績

活動 保養所稼働日数
日

350 340 340

① 349 325 －

活動
② －

成果 保養所一日あたりの利用者数
人/日

年度利用者数/稼働日数 28.4 28.5 28.6

① 29年度より指標変更 29.5 28 －

成果
② －

Ｃ：活動・成果ともに達成できなかった。

目標達成 ＜判断理由＞

大規模な空調設備修繕により2月19日から3月20日までの30日間が休館となったため、稼働日数は目標を達成できなかった。
状況

また、一日あたりの利用者数についても、休館の時期が河津桜のシーズンと重なったことが大きく影響し、10,000人を大きく
の分析

割り込み9,110人であったため、目標を達成できなかった。

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 1 頁

事務事業名 6988 保養所管理運営事業

担当組織 市民生活部 防犯くらし交通課 担当 相談担当

組織コード
R1 13 06 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R1 01 03 01 07 01 01

記入日 令和元年 5月23日
H30 13 06 00 H30 01 03 01 07 01 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 02 健康づくり

● 対象外
施策 17 健康づくり体制の推進

事業期間 昭和４４年度 ～ 

戸田市保養所条例,   同施行規則

根拠法令 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

対象
市民等

市民等が日常生活のリフレッシュとして、保養所でレジャーや趣味に興じたり、温泉入浴することで充実した余暇を過ごす

事業目的 事ができる。

市民等がくつろげる保養施設として、十分満足いただけるよう、安価な利用料金で質の高いサービスを提供する。

事業内容

実施主体 □市による単独直営 ■委託 （□3ｾｸ･財団 ■企業 □市民･NPO） ■協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

保養所維持管 保養所維持管 保養所維持管 保養所維持管 保養所維持管

理業務 理業務 理業務 理業務 理業務

事　業　費 123,620 95,391 95,391 95,391 95,391

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 0 0 0 0

一般財源 123,620 95,391 95,391 95,391 95,391

人　件　費 2,046.9 2,388.05 2,388.05 2,388.05 2,388.05

投入 常勤職員 0.3人 0.35人 0.35人



直しの効果 果により、市民の保養所に対する考えを知ることができ、今後の方向性に対する検討材料として重要な資料とな

った。

５.今後の方針

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和２年度で終了 ○令和元年度で終了 ○平成３０年度で終了

＜判断理由＞

平成19年度から引き続き指定管理者制度を実施しており、現在公共施設再編プランにおいて、平成34年度までに

事業の方向性 「施設廃止を含め、民間施設の代替利用等について検討する」との方針が示されている。しかしながら平成30年

度には大規模修繕を行った経過も加味し、施設廃止及び代替利用のメリット・デメリットを慎重に検討しながら

、一定の結論が出るまで、今後も民間のノウハウを取り入れたサービスの向上と利用者の増加を引き続き図って

いく。

引き続き、指定管理者とともに利用者の増加（特に市民利用の増加）を目指し、各種サービスの充実を図る。ま

た、近隣の保養所施設運営状況等も参考にしながら、今後の施設の方向性を決定する。

今後の取組方針

2 頁

３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ｂ：施策の目標達成に貢献している。

＜判断理由＞
施策への貢献度

安価な利用料金で、質の高いサービスを提供することで、市民の健康増進に寄与

Ｂ Ｂ Ｂ している。

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ａ：経費の精査が十分になされている。

＜判断理由＞
経費水準

平成19年度より指定管理者制度を導入し、指定管理料の範囲内で民間のノウハウ

Ａ Ａ Ａ を活かした適切な運営管理が行われており、経費削減が図られている。

評価結果 事業手法は適正か。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ａ：事業手法は工夫され、非常に効率的・効果的である。

＜判断理由＞
事業手法

指定管理者制度を導入し、指定管理料の範囲内で民間のノウハウを活かした適切

Ａ Ａ Ａ な運営管理が行われている。保養所で実施している利用者アンケートでも高い評

価が得られており、質の高いサービスが提供されている。

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ｃ：受益・負担の一部に見直しが必要である。

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

利用については、市民及び市内在勤者については市外利用者に比べ安価での利用

Ｃ Ｃ Ｃ が可能だが、高齢者及び障害者に関しては宿泊料が免除となっており、利用者に

偏りが見られる傾向があるため、一部負担の必要性などについて今後検討の必要

がある。

４．平成３０年度中に実施した見直し内容
平成30年度は空調施設の不具合による緊急の大規模修繕の実施した。併せて、以前より老朽化が懸念されていた

給湯タンクについても交換を行った。また、今後の保養所の在り方を考える上で参考となる市民意識調査が実施

見直し内容 された。

大規模修繕により30日間休館したことで、利用者及び収入については前年度から減少したものの、設備の更新に

よって、快適な環境を提供することができるようになり、保養所の耐久性が向上した。また、市民意識調査の結

見



.17

投入 常勤職員 0.84人 0.79人 0.79人 0.79人 0.79人

人員 非常勤職員 0.46人 0.2人 0.2人 0.2人 0.2人

事業費＋人件費 50,840 39,707 39,707 39,707 39,707

指標名 単位 説明・算定式 Ｈ２９目標 Ｈ３０目標 Ｒ１目標

目
標
達
成
状
況

Ｈ２９実績 Ｈ３０実績 Ｒ１実績

活動 消防訓練の実施回数
回

１年間の実施回数 2 2 2

① 2 2 －

活動
② －

成果 来館者数
人

１年間の開館日の来館者 40,000 40,000 40,000

① 数 39,773 33,327 －

成果 貸室利用者数
人

1年間の貸室利用者数 8,500 6,000 6,000

② 5,983 5,947 －

Ｂ：活動・成果のいずれかを達成した。

目標達成 ＜判断理由＞

消防訓練は２回実施し、火災発生時における行動及び設備の使用方法について再確認をした。
状況

また、貸室の利用者数の減少は、乳幼児健診による施設の利用を優先するため、原則として、駐車場利用者が多い、乳幼児健
の分析

診実施日の貸室を取りやめたためである。

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 3 頁

事務事業名 35784 福祉保健センター管理運営費

担当組織 福祉部 福祉保健センター 担当 保健政策担当

組織コード
R1 17 25 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R1 01 04 01 01 04 01

記入日 令和元年 5月17日
H30 17 25 00 H30 01 04 01 01 04 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 02 健康づくり

● 対象外
施策 17 健康づくり体制の推進

事業期間 平成２４年度 ～ 令和２年度

戸田市福祉保健センター条例 戸田市第４次総合振興計画

根拠法令 戸田市福祉保健センター条例施行規則 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

対象
市民

市民が施設を安全に使用するため、効率よく、適切に施設設備を維持管理すること。

事業目的

①警備、清掃業務及び設備保守等の施設管理業務全般

②貸室業務

事業内容 ③売店運営支援

④施設内入所事業者等の調整業務

実施主体 ■市による単独直営 ■委託 （□3ｾｸ･財団 ■企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

施設の維持管 施設の維持管 施設の維持管 施設の維持管 施設の維持管

理、天井改修 理 理 理 理

工事

事　業　費 45,109 34,317 34,317 34,317 34,317

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 1,142 1,142 1,142 1,142

一般財源 45,109 33,175 33,175 33,175 33,175

人　件　費 5,731.32 5,390.17 5,390.17 5,390.17 5,390



ることから、施設点検マニュアルに基づき、日常

的に施設点検を行い、修繕箇所等の早期発見に努め予算の計画を立てていく。

今後の取組方針 さらに、健康福祉の杜の他施設や社会福祉協議会と連携し防災訓練を行う等、有事の対策を具体的に進める。

4 頁

３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ｂ：施策の目標達成に貢献している。

＜判断理由＞
施策への貢献度

市民の健康づくりと福祉の向上を図るため乳幼児健診や健康教育の実施、貸室業

Ｂ Ｂ Ｂ 務などを実施している。

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ｂ：経費は適正な範囲である。

＜判断理由＞
経費水準

予算及び仕様書に基づき入札または見積合わせを実施し、最低価格を提示した業

Ｂ Ｂ Ｂ 者と契約を締結しており、施設設備の保守を行うために、適切な事業費である。

評価結果 事業手法は適正か。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ｂ：事業手法は適正な内容である。

＜判断理由＞
事業手法

市民が安全に施設を利用できるようにするため、総合管理業務や施設設備等の保

Ｂ Ｂ Ｂ 守点検は専門業者に委託し、適正及び効率的な安全管理を行っている。

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ｂ：受益・負担は適正な範囲である。

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

貸室の使用料は受益者負担となっており、適正な範囲である。

Ｂ Ｂ Ｂ

４．平成３０年度中に実施した見直し内容
交流スペースの特定天井を改修した。

見直し内容

災害発生時に、交流スペースの安全性が確保された。

見直しの効果

５.今後の方針

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和２年度で終了 ○令和元年度で終了 ○平成３０年度で終了

＜判断理由＞

公共施設予約システムについては、インターネットから予約が可能であり、サービス向上に繋がっている。

事業の方向性 施設管理については、今後も業者に委託し、施設設備等の管理を適正及び効率的に行っていく。

また、有事に備え防災訓練等を継続的に行っていく。

施設管理については、安全に利用できるよう適切に保守点検、整備を行っていくとともに、市民にも適切な利用

を呼び掛けていく。また今後、設備の修繕等の増加が考えられ



0 0 0 0

そ　の　他 0 0 0 0 0

一般財源 28,795 21,224 21,224 21,224 21,224

人　件　費 9,347.51 7,778.22 7,778.22 7,778.22 7,778.22

投入 常勤職員 1.37人 1.14人 1.14人 1.14人 1.14人

人員 非常勤職員 0.15人 0.1人 0.1人 0.1人 0.1人

事業費＋人件費 38,143 29,067 29,067 29,067 29,067

指標名 単位 説明・算定式 Ｈ２９目標 Ｈ３０目標 Ｒ１目標

目
標
達
成
状
況

Ｈ２９実績 Ｈ３０実績 Ｒ１実績

活動 保健対策推進協議会実施
回

１年間の保健対策推進協 2 4 2

① 議会開催回数 2 4 －

活動 健康福祉まつりの実施
回

市民が健康への意識を高 1 1 1

② めてもらうことを目的 1 1 －

成果 市民の企画した健康づくり事業回
回

市民の企画した健康づく 10 10 10

① 数 り事業回数 11 13 －

成果 健康福祉まつりの来場者数
人

健康福祉まつり参加者数 900 900 1,500

② 813 1,416 －

Ａ：活動・成果ともに達成した。

目標達成 ＜判断理由＞

保健対策推進協議会を４回開催し、市の保健対策全般を審議した。また、第２次戸田市健康増進計画に基づく地域との協働に
状況

より市民の企画した健康づくり事業回数も目標を達成したことや、健康福祉の杜まつりも関係団体や企業、地縁団体等との協
の分析

働により開催できた。

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 5 頁

事務事業名 27570 地域保健推進事業

担当組織 福祉部 福祉保健センター 担当 保健政策担当

組織コード
R1 17 25 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R1 01 04 01 01 05 01

記入日 令和元年 5月13日
H30 17 25 00 H30 01 04 01 01 05 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ● 対象

分野 02 健康づくり

○ 対象外
施策 17 健康づくり体制の推進

事業期間 昭和５７年度 ～ 令和２年度

戸田市保健対策推進協議会条例 戸田市第４次総合振興計画

根拠法令 関連計画 第３次戸田市健康増進計画

通 達 等 施政方針 第２字戸田市食育推進計画

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

対象
市民

市民の健康が保持・増進することを目的とする。

事業目的

①地域の保健・医療団体及び健康づくりを目的とした市民団体等に対する活動支援。

②戸田市健康福祉の杜まつりの運営

事業内容 ③献血事業

④保健対策推進協議会の運営

⑤保健情報システムの保守管理

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） ■協働･協力（ 食改・医師会等 ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

市民活動支援 市民活動支援 市民活動支援 市民活動支援 市民活動支援

事業、健康福 事業、健康福 事業、健康福 事業、健康福 事業、健康福

祉まつり、売 祉まつり、売 祉まつり、売 祉まつり、売 祉まつり、売

店運営支援 店運営支援 店運営支援 店運営支援 店運営支援

事　業　費 28,795 21,289 21,289 21,289 21,289

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 65 65 65 65

起　　　債 0



り組む。

策定した健康増進計画に基づき、庁内の推進体制を再構築し、横断的・総合的な取り組みを進めるとともに、地

域との協働を意識し、市民の健康づくりを推進する。

健康福祉まつりは、健康福祉の杜まつりとして敷地内の各団体と協力し運営していく。

今後の取組方針

6 頁

３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ａ：施策の目標達成に大いに貢献している。

＜判断理由＞
施策への貢献度

保健対策推進協議会は、有識者や市民委員との協議を行う場として戸田市の保健

Ａ Ａ Ａ 行政に対し専門的な意見や市民の意見を広く得ることの出来る場であり大きな役

割を果たしている。

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ｂ：経費は適正な範囲である。

＜判断理由＞
経費水準

地域の保健事業に関わる団体の補助金について見直しを行い、使途や金額の妥当

Ｂ Ｂ Ｂ 性を確認した。

評価結果 事業手法は適正か。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ｂ：事業手法は適正な内容である。

＜判断理由＞
事業手法

地域保健の関係者や企業等の協力により健康福祉の杜まつりを実施することがで

Ｂ Ｂ Ｂ きた。保健ガイドを作成して市民へ福祉保健センターの実施する事業の情報提供

を行うことにより事業を適切に実施できた。

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

２８年度 ２９年度 ３０年度 Ｂ：受益・負担は適正な範囲である。

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

保健ガイドの作成費（１冊単価）をガイドに記載することにより、適正なもので

Ｂ Ｂ Ｂ あることを市民に対し理解を得られるよう努めている。

４．平成３０年度中に実施した見直し内容
平成３０年度は健康福祉の杜まつりの規模を拡大し、健康福祉の杜全体で実施した。

見直し内容

戸田市社会福祉事業団、戸田市社会福祉協議会の協力を得てまつりを実施することで、これまで以上に幅広い世

代に対し福祉や健康づくり活動の周知を行うことができた。

見直しの効果

５.今後の方針

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和２年度で終了 ○令和元年度で終了 ○平成３０年度で終了

＜判断理由＞

平成３０年度に健康増進計画及び食育推進計画を策定した。関連部署と連携をとりながら、引き続き各種計画の

事業の方向性 推進に取


